
子宮頸がん
リスクチェックのご案内
SelCheck 検査サービス「パピア」は、ご自宅で子宮頸がんのリスクとなるHPV（ヒ
トパピローマウイルス）の感染の有無が確認できる郵送検査キットです。
ご自身で細胞を採取、検査機関に検体を郵送してください。
検査キットには、採取器具と採取した細胞を入れる試験管、検体郵送用封筒が含まれ
ます。

お申込みにあたって

パピア

　迷惑メールフィルタ等によりメールが届かない場合がございますので、事前にドメイン
指定受信で「healthclick.jp」を許可するように設定してください。

●キットと一緒に送られる使用方法の説明書をよくお読みになってから、ご使用ください。

● 検査のお申込み・検査結果はすべてウェブサイト上で行います。

ご確認
ください
ご確認
ください

● 本検査は病気の診断をするものではありません。
● 生理中の方は、生理が終わって 1週間経ってからお使いください。
● 出血が続いている方は、ご使用をお控えください。
● 妊娠中の方は、ご使用をお控えください。
● 婦人科の治療、手術を受けたことがある方は、専門医に相談して使用してください。
● 当社が検査キットの送付を行った日から 90 日以内に検体を採取し返送してください。 
90 日を超えた場合、本サービスを利用することができません。

新規利用登録 登録確認メール 検査お申込み

検査キット受取

専用の検査キットが
ご自宅に届きます

郵送

採取した検体を郵送、
検査センターで検査します

検査完了

検査結果が出たら
お知らせが届きます

結果を確認

スマートフォン・PCで
検査結果を確認します

採取

検査キットを使って
検体を採取します

二次元コードより登録画面にアクセスし、
メールアドレスを入力、「個人情報の取扱い
について」「利用規約」に同意します

メールの案内に従い
メールに記載のURLへアクセス

画面の記載内容に従い、
必要情報を入力してください

お申込み受付期間：2025 年　　月　日～2026 年　月　　   日

ご使用前に
パピア

検査の流れ
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HelC を初めて利用する方は、HelC への利用登録が必要です。すでに利用登録がお済みの方も、
下記の二次元コードよりサイトへアクセス、ログインしてから検査お申込み画面にて必要事項をご入力ください。



知ってほしい 子宮頸がん のこと

正常な細胞 HPV に
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HPV感染後、平均約 5年から 10
数年で、一部ががんへと進行する。

Cuzick J et al.Lanset.2003.362:1871-1876
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組み合わせた場合

子宮頸がんってどんな病気？

子宮頸がんは、子宮の入り口（子宮頸部）にできるがんです。
1 年間に約 3,000 人の方が亡くなっています。特に 20～
30 代にかけて発症率が上がっています。

子宮頸がんの検査って？

子宮頸がんについて調べる検査は、２つあります。
ひとつは「細胞診検査」と呼ばれ、がんができる場所の細胞
を直接採取して確認する検査。
もうひとつは、HPVの感染の有無を調べる検査です。
両方の検査を組み合わせることで、前がん病変の発見率が
99％に上がります。

どうして子宮頸がんになるの？

子宮頸がんの原因は、性交渉によって感染するHPV（ヒト
パピローマウイルス）というウイルスです。
HPV は感染しても自覚症状がないため、感染に気が付き
にくく、免疫力で自然に排除される場合もありますが約10
％の人で感染が持続します。

子宮頸がんの症状は？

子宮頸がんは、初期症状がほとんどでないため、気づき
にくく、自覚がないまま進行してしまうおそれがありま
す。
がんが進行すると、不正出血やおりものの増加などがみ
られます。このような症状が現れたら、早めに医療機関
を受診しましょう。

子宮頸がんは予防できるの？

HPVへの感染は、性交渉の経験があれば、誰にでも起こ
り得ることです。そこからがんになるかどうかは、誰にもわ
かりません。でも、HPV への感染に早く気付くことができ
れば、子宮頸がんを予防することもできるのです。
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国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん登録）より

子宮頸がんは、予防できるがんです。
子宮頸がんはヒトパピローマウイルス(HPV)に持続的に感染することで発症することがわかっており、

HPVの感染を調べることで、早期に子宮頸がんを予防することができます。

■ SelCheck お問合せ窓口 （パピアについて）

Mail ： selcheck.support@cmicgroup.com
TEL ：  0120-178-034　
受付時間 ： 月～金曜日 9：00～17：00 （土日祝日、年末年始を除く）

子宮頸がんと
その予防・治療についての
解説動画はこちら


